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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

4

5

木材需要が低迷するなかで、県内の木材産業の体質を強化するため、木材製品の生産及び
流通の円滑化・効率化を図り、安定的な生産を行う事業体を育成する必要がある。

県産材を効率的・安定的に供給する基盤づくりや木質バイオマスエネルギーの利用促進を図る体制を推進して、森林資源を
有効に活用することにより、地域を支え持続的に発展する競争力の高い林業・木材産業の構築を目指す。

（主な実施内容：　　木材事業者への運転資金の低利融資、木材加工流通施設・木質バイオマス供給利用施設の整備、木材
循環利用の体制づくりの検討など）

②
県産材の製材品
出荷量（千㎥）

③
木質バイオマス
生産量（千㎥）

①
素材（木材）

生産量（千㎥）

30年度
決算額

335,332 千円

職員数 4.80 人

2,136

0

381,575

276,186

令和元年度

0

659,897

10 03 02

mokuzai@pref.nagano.lg.jp
県産材需給体制整備事業

部局 林務部 課・室 県産材利用推進室

実施期間 S60 E-mail
事　業　名

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

2-2 地域内経済循環の促進

事業番号

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

541 未達成

　その他

現状
(予算編成時)

225,972 58,945

369,343 305,408
59 未達成

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債

1,835

0

2,132

0
116 未達成

551,093

-23,220

597,150

29,222

492,559

-155,296

366,485

0

659,897

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

515,559 335,332

8.40 4.80

68,057

583,616

39,446

374,778

4.80

39,446

699,343

目標に対する

成果の状況

・成果指標に掲げる生産量・出荷量は近年増加傾向で推移しているが、平成30年度の素材生産量及び木質バイオマス生産
量は前年度並、製材品出荷量は減少となり、いずれも目標値を下回った。
・成果指標が目標値に届かなかった主な理由として素材生産量・木質バイオマス生産量については、林業就業者数が目標を
下回っている状況であること、県産材の製材品出荷量については、県外合板工場等で長野県産材の需要が増加しているこ
と、信州F・POWERプロジェクトにおける販路拡大対応の遅れによるものと考えられる。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

本県の森林資源の成熟に伴い、県内における素材生産量は
確実に増加していくと見込まれることから、原木を製品に生産・
加工する事業体の基盤整備と育成を図るための施策が必要。

引き続き、本事業により木材製品の生産・加工を担う事業体の
基盤整備と育成を図り、木材産業の市況・流通の状況を的確
に把握することで林業・木材産業の競争力を強化する。

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

276,503

木材産業成長産業化促進
対策事業

58,833 383,394
３事業体に対し、木材加工施設、ペレットボイラー・ストーブ
の導入を支援。

県内金融機関への融資資金の貸付、木材産業の状況把
握のため木材市況・流通調査等を実施。

3.60

1.20

216,060

276,499

県産材供給体制整備事業

-

-

-

-

地域木材産業活性化推進
事業

276,499

①県産材の効率的・安定的な供給を図るため、素材生産量
を目標として設定。
②県産材の効率的・安定的な供給を図るため、製材品出荷
量を目標として設定。
③木質バイオマスエネルギーの利用促進を図るため、木質
バイオマスの生産量を目標として設定。

備考

合計 4.80 492,559 335,332 659,897

信州の木自給圏構築事業 - -

森のエネルギー総合推進
事業

成果指標
設定理由

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

69,277

目標値

552

128

57

成果

540

96

55



事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検
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29年度

地域木材産業活性化推進事業
木材産業等高度化推進資金貸付
金、農林漁業信用基金償還金
木材市況調査及び流通調査費

直
接

木材産業の育成強化のため、必要な資金を低入りで融資
を行う。また、木材産業の状況把握のために価格及び流
通調査を行う。

県内金融機関３社への融資資金の貸付等の事務のほか、
木材産業の状況把握のため木材市況調査・木材流通調査
を実施。

計画通り
○

276,499 276,499 276,499 276,499

木材産業成長産業化促進事業対策
地域木材産業活性化推進事業
バイオマス供給施設・利用施設整
備

補
助
金

木材産業の競争力強化を図るため、県産材の製材、加
工、流通、バイオマス利用に係る施設整備の支援を行
う。

事業主体からの事業取下げ、国庫補助金の内示割れ等の
理由により、事業実施が当初予定の７事業体から３事業
体に減。

計画未満
△

0 263,024 212,424 -155,296 57,128

木材産業成長産業化促進対策事業
地域木材産業活性化推進事業
バイオマス供給施設・利用施設整
備

直
接

上記事業に係る事務費 上記事業の減に伴い、事務費も減。
計画未満

△
0 3,636 3,636 1,705

県産材供給体制整備事業 　 43,500 0

森のエネルギー総合推進事業 　 218,624 0

信州の木自給圏構築事業 　 12,470 0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

551,093 543,159 492,559 -155,296 335,332

県産材利用推進質

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定） 30年度　実施内容（実績）
30年度
実施
状況

30年度

当初
(千円)

事業番号
事　業　名 県産材需給体制整備事業 部局 林務部 課・室

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

1

2

3

4

5

5

合　　　　計


